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社会適応訓練に将来はあるか

理事長 長岡 雄一
ナガオカ ユウイチ

11月 3日、定例
となっているサイ

トワールドにおい

て、日盲社協が主

催するシンポジウ

ムを行いました。

テーマは、この原

稿の表題である、

「社会適応訓練に将来はあるか」でした。

衝撃的なテーマであったせいか、70 名
ほど入る会場は人が溢れました。当日の模

様については、改めてお伝えしたいと思い

ますが、本稿ではこのテーマに至る背景を

少し説明できたらと考えています。

「社会適応訓練」という言葉自身が実際

に適切なのかどうかは、私自身悩むところ

ではありますが、いわゆる歩行訓練やコミ

ュニケーション訓練、ADL訓練の総称と、
ここでは定義しておきたいと思います。こ

のうちの歩行訓練だけ、パソコン訓練だけ

でも、この範疇に入ると考えていただいて

いいと思います。ただ、この言葉の響きか

ら、障害福祉サービスにおける機能訓練や

生活訓練、各地で行われている委託におけ

る各種訓練だけが、この対象であると理解

される方もいらっしゃると思いますし、今

までの流れからも、それは決して否定でき

ないことだと考えています。

私自身は、実際にはもっと幅広いもの、

たとえば病院や、機能訓練や生活訓練を謳

っていない事業所や施設等で専門家によっ

て行われるであろう、ちょっとした訓練も

その中に含めてもいいものだという理解を

していますが、ある意味狭義の（と言って

もいいのかもしれませんが）社会適応訓練

では、対象となる視覚障害者がかなり限定

化されるであろうことは、比較的簡単に想

像できます。

ただ、この言葉をもってして「将来はあ

るか」と考えたわけではなく、その担い手

である支援者が今後、継続的に存在し続け

ることができるのかという点。さらには視

覚障害当事者が他の社会資源を利用するこ

とで、「訓練」という概念が不必要になる

のではないか、あるいは望まない可能性も

あるのではないか、という懸念から、こう

したテーマの設定をしたわけです。

支援者側を覗いてみると、勤務する事業

所は、今後恒久的に存在し続けることがで

きるのでしょうか？ 少なくとも、障害福

祉サービスにおける機能訓練事業所は、視

覚障害に限らず多くの所で赤字運営になっ

ています。指定管理や委託でしのげるとし

ても、先が見えなくなってしまいます。ま

た、もし存在そのものに問題がないとして

も、そこに新たな人材が参入し続けるの

か？ 国家資格である視能訓練士の養成学

校でさえ全国的に見ると定員割れしている

状況を知ると、不安は募る一方です。

シンポジウムでは、前提として解決策の

模索は行わないとしていたこともあったの

ですが、さまざまな疑問や意見が出ました。

ここでも解決策は導き出せません。問題

意識の共有化をいかに図るかが課題です。
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サイトワールド2024で思ったこと

常務理事 荒川 明宏
アラカワ アキヒロ

11 月 1 日から 3
日まで、昨年同様

すみだ産業会館で

「サイトワールド

2024」が開催され
ました。

出展団体数は昨

年より増え、使用

するブースも過去最大の令和元年（2019
年）と同じ規模となりました。来場者は昨

年同様 3,600 名、5 年前の令和元年（2019
年）より約千人減少しています。

この数字だけを見ると、「来場者が減っ

ていて大丈夫なのだろうか？」と思いたく

なりますが、実際来場された方は、これで

も人気の商品を見るためには、長く待たさ

れたり、場合によっては見ることをあきら

める方も多くいました。

9 階で行われたイベントはどれも満員
で、部屋に入ることができないものもいく

つかありました。

私はサイトワールドの運営の責任者をし

ているのですが、今年一番頭を悩ませたの

が、ボランティアの減少でした。幸い昨年

と同じ人数はなんとか集まりましたが、令

和元年（2019 年）に比べると、ボランテ
ィアは半減してしまいました。

今年の出展内容で注目を浴びたのは、セ

ブン銀行の ATM ではないかと思います。
セブン銀行が ATM で音声対応しているこ
とを知っている視覚障害者も多いのではな

いかと思います。しかし、私も経験がある

のですが、ATM などの公共の機械を店頭

で試すのにはかなりの勇気が必要です。「人

から怪しまれないだろうか」、「おかしな操

作になったらどうしよう」、「後から覗かれ

ているのでは」などと考えると怖くて試せ

ません。それを展示会場で体験できるとい

うことは素晴らしい経験だと思います。

もう一方で、共用品推進機構が出展され

たことも意義深いことだと思いました。視

覚障害者は情報障害者です。見ることがで

きないため、実際に触った内容、聞いたこ

とが情報となります。有名なシャンプーと

リンスのボトルの違いも、知っていれば目

印になりますが、知らなければ模様として

終わってしまいます。

アルミホイルとサランラップのパッケー

ジはもう、20 年前から触って分かるよう
になっていたとの話でしたが、実際に私は

知らなかったため、重さ以外の違いを見つ

けることはできませんでした。

以上のことから、視覚障害者に特化した

便利な機器やサービスももちろん重要です

が、「ユニバーサルな社会」を目指してい

くには、一般企業のさらなる取り組みが必

要ではないでしょうか？

専門家である日盲社協の各施設が協力し

て、何か新しい時代をリードできるような

提案をすることが、社会からも求められて

いるのではないでしょうか？

（株式会社ラビット代表取締役社長）
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視覚障害者の「じりつ」？

常務理事 吉川 明
ヨシカワ アキラ

「視覚障害者の

自立と社会参加に

寄与する」。

多くの会員団体

の事業目的です

が、「自立」って

何のことでしょう

か？

「自立」と同じ音の「自律」という言葉

があります。広辞苑で調べてみると、自立

：他の援助や支配を受けず、自分の力で判

断したり身を立てたりすること。自律：自

分の行為を主体的に規制すること。外部か

らの支配や制御から脱して、自身の立てた

規範に従って行動すること、とあります。

私が世界一の盲導犬訓練士として尊敬す

る多和田悟さんは、盲導犬について面白
タ ワ ダ サトル

いことを言っています。

「良い盲導犬とは、良いユーザーにであ

った犬」「盲導犬の価値は間違えること」。

「えっ！ どういうこと」と思うでしょう。

多和田さんにとっては、「盲導犬歩行作

業が、いつでもどこでも安定的にできる」

ことは盲導犬にとっては当たり前の認定条

件です。大切なのは、ユーザーが盲導犬と

楽しく生活し、盲導犬が出す歩行情報を判

断して楽しく歩けるか、なのです。盲導犬

は生き物ですから、時に間違えます。楽し

く安全に歩けるかの主体は盲導犬ではなく

ユーザー（人）である、ということです。

犬に引っ張られて歩くのではありませ

ん。盲導犬歩行でのトラブルは盲導犬が悪

いのではなくユーザーが負う、盲導犬の命

はユーザーが守る。そんなユーザーに出会

った盲導犬は幸せです。お互いが最高のパ

ートナーであり、良い盲導犬と良いユーザ

ーは同義語のように思えます。

日本盲導犬協会の盲導犬ユーザー 283人
が語った「私にとっての盲導犬」を 10 項
目にまとめると次表のようになりました。

① ぶつかる恐怖や孤独感からの

「解放感」

② 風を切って歩く「爽快感」

③ 一人でできた「達成感」

④ 自分の意志で歩ける「自在感」

⑤ いろいろな人から声をかけられる

「充実感」

⑥ いつも傍らにいる「安心感」

⑦ 素直にお礼が言えた「共感力」

⑧ 気持ちに「余裕」

⑨ 盲導犬飼育への「責任感」

⑩ 犬との規則正しい生活、体力

「向上感」

そこには、人の力を借りずに「歩く」喜

びがあります。それ以上に、ユーザーの自

己肯定感・自尊感情の向上を感じます。

視覚障害者が盲導犬と暮らすようになる

と、生活は大きく変化します。朝の散歩、排

便、餌やり、月 1回のシャンプー、獣医師
との連絡。視覚障害者にとっては大変です

が、この利他的行動が「自律心」を呼び起

こし、自己肯定感を高めるのだと思います。

これが、盲導犬の本当の魅力です。

（日本盲導犬協会顧問）
ニツポン
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誌上慶祝会

祝・第19回片岡好亀賞と第18回塙保己一大賞を
カタオカヨシ キ ハナワホ キ イ チ

受賞された本間律子さん
ホ ン マ リ ツ コ

日本失明者協会理事長 茂木 幹央
モ ギ ミキ オ

まず最初に、表

題のような大きな

栄誉に輝いた本間

律子さんにお祝い

を申し上げます。

このたびのご受賞

誠におめでとうご

ざいます。

長年にわたるご

努力の結果が結実したわけですが、それに

至る道程は厳しく険しいものがありまし

た。それだけに関係の皆様のお喜びはひと

しおと存じます。

本間律子さんは、昭和 47年（1972年）11
月に京都府福知山市にて出生されました。

メラニン色素欠乏症のため肌が白く金髪で

弱視という悪条件を背負っての誕生でし

た。幼児期に 1年半、盲学校の幼稚部に入
り寄宿舎生活をされましたが、その後は普

通学校に通われました。そして弱視者であ

る自分を活かす道として福祉の分野を目指

し、聖カタリナ女子大学の社会福祉学科に

進み、平成 7年（1995年）3月に卒業。
平成 20 年（2008 年）3 月には岡山県立

大学大学院保健福祉学研究科の修士課程を

修了。平成 25 年（2013 年）3 月には関西
学院大学大学院人間福祉研究科博士課程を

修了し博士号（人間福祉）を取得されまし

た。そしてそれまでに、社会福祉士、福

祉施設士、成年後見人、ガイドヘルパー、

レクリエーション･インストラクターなど

の資格も取得されました。

大学卒業後に結婚されましたので、そ

の後は、子育てと両立しながらの研究生

活でした。

本間律子さんは、関西学院大学大学院博

士課程に在籍していた頃から、日本ライト

ハウスを設立した他、日本視覚障害者団体

連合、日本盲人社会福祉施設協議会、日本

盲人福祉委員会を創設した岩橋武夫の研究

に注力されました。本間律子著『盲人の職

業的自立への歩み 岩橋武夫を中心に』は、

本間律子さんの岩橋武夫研究の集大成です。

本間律子さんは、その後わが国最初の

盲老人ホームである「慈母園」と、わが

国最初の軽費盲老人ホーム聖明園につい

ての研究をされましたが、そのことが縁

となり、平成 28 年（2016 年）には聖明福
祉協会の盲養護老人ホーム聖明園曙荘に

幹部職員として入職すると共に、当時同

法人の理事長であった本間昭雄先生の養

女となられました。

本間律子さんは、仕事のかたわら、大学

では非常勤講師として学生を指導されてい

ます。令和 6 年（2024 年）6 月には、（公
社）日本テレビ小鳩文化事業団の評議員に

も就任されましたので、今後はさらなる活

躍が期待されます。
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祝・岡村原正氏が厚生労働大臣表彰
オカムラモトマサ

（株）アメディア代表取締役 望月 優
モチヅキ ユウ

日盲社協の前理事で、前盲人用具部会長

の岡村原正氏が、令和 6 年度（2024 年度）
障害者自立更生等厚生労働大臣表彰の、「援

護功労者」の表彰を受けた。

岡村氏は、（株）ジェイ･ティー･アール（以

下、「JTR」）の社長として、永年にわたり点
字プリンターの開発・製造に携わり、多く

の視覚障害者施設や団体の点字印刷物の作

成に貢献してきた。

私は、昭和 61年（1986年）に国立職業リ
ハビリテーションセンターの電子計算機科

でプログラミングの勉強をしたが、そのと

きに使っていた点字端末は JTR の ESA731
だった。

岡村氏は、昭和 51年（1976年）に日本大
学商学部を卒業後、（株）白雷商会に就職し、

ハクライ

点字端末の開発に携わり、昭和 57 年（1982
年）6 月に JTR を設立し社長に就任、点字
端末及び点字プリンタの開発に専念した。

昭和 58年（1983年）2月に、早くも ESA731
で通産省情報産業局長賞を受賞。本機は、

点字キーボードを持った点字印刷のできる

コンピューター用の点字端末で、私が職リ

ハで学んでいたときは、点字キーポードで

入力することもあったが、主にはカードに

穴を開けるタイプのパンチカードでプログ

ラムのコードを入力し、ESA731 の点字印刷
でエラー内容を確認した。

その後、昭和 61 年（1986 年）12 月に、
点字プリンタ ESA721 を発売。本機は日本
全国の盲学校や施設・団体に導入され、亜

鉛板で印刷するほどの部数でない点字印刷

物を大きく普及させることになった。

当時から、ドイツ製や米国製の点字プリ

ンタも輸入されていたが、点字サイズが異

なることや、表の行間に裏の行を打つとい

うインターライン方式を実現していたのが

ESA721 のみだったため、日本国内での点字
プリンタの圧倒的シェアを獲得した。

平成 3 年（1991 年）1 月に、後継機種と
して、世界初の点作図プロッタ機構を搭載

した点字プリンタ・プロッタ NEW ESA721
が発売された。本機は、点図作成ソフト「エ

ーデル」によってそのプロッタ機能を活用

した図形が描かれた。

平成 4年（1992年）10月に点字ラインプ
リンタ ESA300proを販売開始。
平成 10年（1998年）8月に、点字両面同
時ラインプリンタ ESA600pro を販売開始。
そして、NEDO の新製品開発助成を受け

て、中途失明者向け L サイズ点字プリンタ
「ESA2000L」を平成 14 年（2002 年）に発
売した。

これらの段階を踏んだ着実な進歩は、ま

さに岡村原正氏の技術力と絶え間ない努力

の賜物である。

ここまでの製品は、点字の読みやすさと

速度、耐久性を追求し、順を追って高級化

してきたが、平成 28年（2016年）に、個人
ユーザーをターゲットとした廉価版の

ESA-Soloを発売している。
平成 28年（2016年）には、バリアフリー
・ユニバーサルデザイン推進功労者総理大

臣賞と、塙保己一賞貢献賞という大きな賞

をダブル受賞している。

岡村氏は、経営者としての業務と、開発

技術者としての業務の両輪を見事に回して

いるスーパー･エンジニアである。
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国際視覚障害者援護協会が地球市民賞を受賞

世界盲人連合アジア太平洋地域協議会（WBUAP）前会長 田畑 美智子
タ バ タ ミ チ コ

本年（2024年）1月、社会福祉法人国際
視覚障害者援護協会（IAVI）は、令和 5
年（2023 年）度国際交流基金が実施する
地球市民賞を受賞しました。

昭和 46年（1971年）の設立以来、19の
国と地域から 89 名の視覚に障害のある留
学生を日本に招き、盲学校専攻科への入学

を日本語指導や生活訓練を通じて支援。

入学後も各種支援を実施し、あん摩マッ

サージ指圧、はり、きゅうの勉強を後押し。

習得後は留学生に母国で職業的自立をめざ

すとともに、視覚障害コミュニティで指導

者やリーダーになってもらい、さらに多く

の現地の視覚障害者に自立の道を切り開い

てもらうことを大きな目的としています。

元留学生は各地でマッサージ師として働

くのみならず、後進の指導に当たったり、

視覚障害団体の幹部となり運動を牽引した

りしています。国際会議やセミナーで活躍

する姿を見るのも誇らしい限りです。

日本の盲学校を修了して時間が経ち、新

たな情報への要望が上がる中、IAVI とし
て定期的な元留学生を対象としたオンライ

ン勉強会を開催しています。また、元留学

生のネットワークを活用し、台湾からケニ

アに白杖を寄贈するなど、あはきの勉強意

外の分野での協力も実現しています。

IAVIではこれまでの活動の延長線上で、
点字を利用したオンラインの日本語教室を

試験的に始めています。また、今回の地球

市民賞受賞をきっかけに声かけを受け、国

際交流基金のイベントに留学生が参加、来

場者に各国の点字や母国の視覚障害者の状

況をはじめ、文化なども共有する国際交流

の担い手になったこともあります。

財政状況や後継者育成など IAVI を取り
巻く環境は決して楽観できるわけではあり

ませんが、さまざまな職業の中でもあはき

のように非常に有力な職域の開拓と推進を

必要としている途上国はまだまだありま

す。これまでの経験を活かしつつ新たな要

素をうまく取り入れて、これからも途上国

の視覚障害者の人生に希望の光を当てる後

押しを続けていくプレイヤーでいるよう願

いますし、そのためのオールジャパンでの

支援がさらに進むことも願って止みませ

ん。
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点字毎日の佐木理人さん、近藤正秋賞を受賞！
サ キ ア ヤ ト コンドウマサアキ

―瀕死の転落から佐木訴訟、そしてジャーナリストへ―

ブルックの会代表 加藤 俊和
カ ト ウ トシカズ

近藤正秋賞は、平成 18 年（2006 年）、
名古屋ライトハウス創立 60 周年に際して
創設者の近藤正秋氏を冠して設立され、地

域団体活動や就労、経済、政治等の分野で

著しい功績のある視覚障害者が対象とされ

ています。

佐木理人さんは、昭和 48 年（1973 年）
大阪市の生まれで、神戸市外国語大学大学

院修士課程を修了したあと、平成 7年（1995
年）の 10 月、大阪市営地下鉄の天王寺駅
で、ホーム端で電車に接触して転落し、生

死をさまよいました。

この事故を、私は当時のパソコン通信で

知ったとき“生きていてくれ！”と祈り続

けました。

約 3年を経て、後遺症が残ったものの、
元気に退院しましたが、同駅の事故現場は、

防護柵すら設置されないままでした。再び

悲惨な事故が起きかねないとして、佐木さ

んは竹下義樹弁護士をはじめ多くの方々の
タケシタ ヨ シ キ

支援を得て、平成 11 年（1999 年）4 月、
管理責任者の大阪市を相手に提訴しまし

た。これが、昭和 48 年（1973 年）に高田
馬場駅で上野孝司さんが転落して亡くなら

ウ エ ノ タ カ シ

れた上野訴訟に次ぐホーム事故訴訟として

注目された佐木訴訟でした。本訴訟は、平

成 15 年（2003 年）に同ホームに転落防止
柵の設置により和解となりました。

それと同時に、「視覚障害者の歩行の自

由と安全を考えるブルックの会（略称：ブ

ルックの会）」が発足し、訴訟を支援する

とともに、視覚障害者が自由に歩行できる

ための安全対策などを目指して活動が始ま

りました。

その中心になっていたのは、もちろん佐

木さんです。ブルックの会は現在も活発に

活動を続け、駅ホーム対策にとどまらず、

踏切事故や横断歩道の安全、駅の無人化対

策など、幅広く積極的に取り組んでいます。

佐木さんは、平成 17 年（2005 年）に毎
日新聞社の点字毎日部に特別勤務員として

入職、平成 20 年（2008 年）に正社員とし
て採用され、点字毎日記者として慎重かつ

活発に動き回って、多くの情報を得て、軽

妙なタッチの記事を書き続けています。

平成 31 年（2019 年）からは、なんと毎
日新聞論説委員も兼務となり、令和 2 年
（2020 年）12 月からの『毎日新聞』の連
載コラム「心の眼」は楽しくピリッと幅広

く好評を博しています。

佐木さんは、今や、視覚障害の分野から

飛躍し、期待され注目されているジャーナ

リストなのです！
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石川准さんの「点字毎日文化賞」受賞を祝して
イシカワジユン

毎日新聞社点字毎日部 佐木 理人
サ キ ア ヤ ト

点字毎日が主催する「第 61 回点字
毎日文化賞」に静岡県立大学名誉教授

で内閣府障害者政策委員会の初代委員

長や国連障害者権利委員会の副委員

長、全国視覚障害者情報提供施設協会

理事長などを務めた石川准さん（68）
が選ばれました。

昭和 39 年（1964 年）に創設された
点毎文化賞は、視覚障害者の福祉、文

化などの分野で貢献した個人や団体を

表彰するものです。

受賞者は日本点字図書館創設者の本間一
ニツポン

夫氏をはじめ、著名な方々が名を連ねます。

石川さんは富山県魚津市出身。高校 1年
の時に網膜剥離のため失明し、東京教育大

学附属盲学校（現・筑波大学附属視覚特別

支援学校）に入りました。点字受験で受か

った前例がないと知り、東京大学への進学

を志望。昭和 52 年（1977 年）、点字受験
者で初めて合格しました。

大学では、社会学を専攻し、大学院に進

み、米国の大学への留学も経験しました。

障害を社会、文化の視点で捉える「障害学」

に出会い、日本に紹介すべく障害学会を作

り、会長に就きました。平成 9 年（1997
年）から令和 4年（2022年）3月まで静岡
県立大学の教授を務めました。パソコン用

自動点訳ソフト「EXTRA」などの開発者
としても知られています。

平成 24 年（2012 年）からは、内閣府の
障害者政策委員会の初代委員長として、障

害者差別解消法の成立に関わりました。平

成 29年（2017年）から 4 年間は、国連の

障害者権利委員会の委員に就任し、後半の

2 年間は副委員長でもあり、日本の障害者
の現状を世界に伝え、共生社会の実現に尽

力しました。

石川さんが学んだ附属盲学校は、私の母

校でもあります。その入試は、口頭受験だ

ったそうで、私も同様だったことから「雲

の上の先輩」に勝手ながら親近感を持って

います。

さまざまな分野で功績のある石川さんか

ら聞いた印象的な言葉があります。「自分

は形から入って、何とかして中身を追いつ

いていくタイプ」。与えられたことに懸命

に取り組むうちに、その器に見合うように

なってきたのかもしれないというのです。

責任感の強さと誠実な人柄を感じます。

毎晩インターネット通話の「スカイプ」

で趣味の将棋を楽しむという一面も持つ石

川さん。公私にわたり充実した生き方に倣

いたいです。

このたびの受賞、本当におめでとうござ

います。
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吉川明常務理事の厚生労働大臣表彰
ヨシカワアキラ

（社会参加促進区分）の受賞を祝す

理事長 長岡 雄一
ナガオカ ユウイチ

令和 6 年度（2024 年度）
障害者自立更生等厚生労働大

臣表彰の受賞者に日盲社協常

務理事の吉川明氏が選ばれま

した。心よりお祝い申し上げ

ます。

また、授賞式においては、

社会参加部門の代表者とし

て、賞状を授与される名誉に

も浴され、二重のお祝いとい

うことになります。

皆さんもご存じのように、吉川氏は長年

にわたり日本盲導犬協会の専務理事として

活躍され、盲導犬訓練士としての資格認定

基準の策定においては中心的な役割をされ

てきました。この基準は、現在ほとんどの

盲導犬訓練施設で活用されています。

また、盲導犬の世間一般への認知を進め

るにあたっても、大きな貢献をされました。

吉川氏は元々、帯広畜産大学を卒業され、

獣医師の資格をお持ちですので、動物とし

ての盲導犬への理解もこの上なく十分で、

時には我々の前でその博識さを披歴される

こともあります。

また一方、社会的存在としての盲導犬の

意義についても、常に発信を続けていらっ

しゃいます。

これは、同氏が長年にわたって関わって

こられた「あしなが育英会」の影響もある

かもしれません。この活動を通して、対社

会ということへの意識を醸成され、それが

盲導犬の普及にも大きな影響を与えている

ように思われてなりません。

日盲社協においては、自立支援施設部会

の盲導犬委員会の委員長として活躍され、

令和 3 年（2021 年）からは常務理事とし
て、日盲社協の運営に多大な貢献をされて

います。

現在の社会福祉法人の運営は、その多く

を公益法人を範として作られています。公

益法人格の日本盲導犬協会で専務理事とし

て蓄積されてきた様々な知識や経験を元に

した力を、社会福祉法人格の日盲社協にお

いても、遺憾なく発揮し続けて下さること

を祈念して、お祝いとさせていただきます。

受賞、おめでとうございます。
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わが施設の今

第14回 石川県視覚障害者情報文化センター

センター長 米島 芳文
ヨネシマ ヨシフミ

石川県視覚障害者情報文化センターは、

視覚障害当事者団体である社会福祉法人

石川県視覚障害者協会が設置・運営して

いる。この施設には石川県視覚障害者協

会の他に金沢市視覚障害者協会と特定非

営利活動法人金沢市視覚障害者地域生活

支援センターが事業を行っている。

運営に当たっては、三つの組織が互い

に連携しながら活動を続けている。

この施設は平成 9 年（1997 年）の建設
以来、点字図書館、点字出版印刷の情報

提供事業に加えて、視覚障害当事者のニ

ーズに応えながら様々な社会参加促進事

業の充実に努めてきた。

主なものは、歩行訓練等を行う市・町生活

訓練事業、視覚補助具の紹介・相談などを行

うロービジョンルームの運営、ICT 機器の相
談・体験などを行う視覚障害者 ITサポートセ
ンター事業を実施している。また、点訳・音

訳ボランティア、同行援護従業者、代筆・代

読従事者などの人材養成研修も開催している。

金沢市視覚障害者協会では、地域の視覚

障害当事者の交流を目的にグループ活動と

して文化交流センターの運営（地域活動支

援センター事業）を行っている。

金沢市地域生活支援センターでは、六つ星

作業所の運営（就労継続支援 B 型事業）、同
行援護・移動支援事業、計画相談などの障害

福祉サービスの提供を行っている。また、石

川県版スマートサイト「ビジョンケアネット

石川」など石川県眼科医会や関係者の協力の

下に、視覚障害当事者の総合支援センターを

目指して利用者の拡大に取り組んできた。現

在、利用登録者は県内視覚障害当事者の半数

に当たる 1,100名となっている。
令和 6 年（2024 年）元日に発生した能登
半島地震に伴い、石川県視覚障害者協会と

金沢市視覚障害者地域生活支援センターが

連携して視覚障害者支援本部を開設、広域

避難の視覚障害当事者の支援を続けている。

また、家屋が損壊した視覚障害当事者に

被災見舞金の提供を行うなど、視覚障害当

事者の支援センターとして機能できるよう

活動を続けている。
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第72回全国盲人福祉施設大会

― 5年ぶりに「完全日程」で開催 ―

神屋郁子氏による講演「地方での視覚障害リハビリテーション」

東京ヘレン･ケラー協会点字出版所長 大木 俊治
オ オ キ トシハル

第 72 回全国盲人福祉施設大会が 11 月
28 日、29 日の 2 日間、大分県大分市のレ
ンブラントホテル大分で開かれた。

新型コロナウイルス感染拡大で 68 回大
会は中止、69 回、70 回大会はオンライン
開催になり、昨年の第 71 回大会は東京で
対面開催となったが 1日だけの短縮日程だ
った。今回は、北海道帯広市で開かれた第

67 回大会（2019 年）以来 5 年ぶりに、東
京を離れて 1泊 2日の完全日程での開催と
なった。点字出版部会、情報サービス部会、

自立支援施設部会、生活施設部会、盲人用

具部会の五つの事業部会も併せて行われ

た。参加者数は、点字出版部会 9 施設 11
人、情報サービス部会 24施設 45人、自立
支援施設部会 10施設 13人、生活施設部会
3施設 5人、盲人用具部会 5施設 6人と、
大会運営にあたった大分県盲人協会から 7
人、主催する日本盲人社会福祉施設協議会

（日盲社協）から長岡雄一理事長ら 3人の
計 90人だった。

28 日午後 1 時に始まった開会式で、長
岡理事長は「（中止や変則開催が続いた）

この 5年間で大事な先輩、後輩を少なから
ず失いました。改めて哀悼の意を表したい

と思います」とあいさつ。



今年の大会テーマを「開拓と育成」とし

たことについて「2008 年をピークに減り
続ける人口減少社会は高齢化を伴います。

その中で私たち社会福祉従業者は、いかな

る価値観と先見性を持って仕事に臨んでい

けばいいのか。今後一つ一つの施設におい

ても、この現実が厳しくのしかかってくる

のではないかと思われます。そうした社会

状況の中で何を変え、何を維持していけば

いいのか。まず手始めに何を考えていけば

いいのか、という混沌の中から、今後の私

たちの仕事のヒントになるものを見つけ出

せたらと思います」と述べた。続いて今大

会の主管施設である大分県点字図書館の

玉井和年館長が「温泉と海の幸、山の幸に
タ マ イ カズトシ

恵まれた大分県へようこそ。大分市は西洋

音楽と西洋美術、西洋演劇発祥の地とも言

われています。本日は北風が少し強いもの

の、晴天に恵まれ、ひと安心しています」

と、お国自慢を交えて参加者を歓迎した。

大分県のホームページによると、同県は温

泉の源泉数、湧出量とも日本一という。

続く研修会では、大会テーマの一つ「開

拓」の象徴として、大分県でただ一人の歩

行訓練士である社会福祉法人大分県盲人協

会の神屋郁子氏が「地方での視覚障害リハ
カ ミ ヤ イ ク コ

ビリテーション」と題して、約 1時間半講
演した。神屋氏は大分市出身。日本ライト

ハウスで養成講座を修了後、京都ライトハ

ウス鳥居寮で 12 年、福岡県北九州市で 1
年勤務し、2017 年から大分県盲人協会で
県からの委託事業として視覚障害者の歩行

・生活訓練にあたっている。2023 年度の
活動実績では、歩行訓練 63 件に対し、パ
ソコン操作 136件、iPhoneなど 166件、デ
イジー機器 23 件と ICT（情報通信技術）
の操作訓練が圧倒的に多く、点字訓練も 60
件あったと紹介した。また、視覚障害当事

者が事業所に通う「自立訓練」の場合、「（支

援を必要としているのは）自分だけではな

いことを知る」メリットがある半面、訓練

開始までの手続きが煩雑だと指摘。一方、

在宅支援が中心の「委託事業」の場合、開

始までの手続きは比較的簡単だが、当事者

同士の交流機会が少ないことを課題に挙

げ、在宅支援からブラインド・ヨガの集ま

り、患者の会、点字図書館の利用などにつ

12
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なげた事例を紹介した。最後に、視覚障害

リハは地方でも当事者から強く求められて

おり、生活の質を向上させられるメリット

があるが、必要なタイミングでの支援が難

しいこと、専門家の増員が必要だが採算が

取れる状態にないことなど、課題が多いと

結んだ。

その後、五つの部会に分かれてそれぞれ

事業部会を行い、夕方から各事業部会の報

告に続いて交流会となった。日盲社協の元

理事長で、養護盲老人ホーム「ひとみ園」

織のリーダーを任される人材を育てたいと

思っていること、野球をやる「目標」は甲

子園出場など人それぞれだが、野球をやる

施設長の茂木幹央氏が乾杯の音頭
モ ギ ミキ オ

を取った。宿泊を伴う夜の交流会

は 5年ぶりとあって、旧交を温め
合う歓談の輪が広がった。

2 日目の 29 日は朝 9 時から、
大会のもう一つのテーマ「育成」

にちなみ、学校法人別府大学明豊
メイホウ

高校野球部監督の川崎絢平氏が
カワサキジユンペイ

「高校野球と人材育成」と題して

講演した。川崎氏は、智弁学園和
チ ベ ン

歌山高校出身。大学、社会人野球

を経て実家のコンビニエンスストア経営に

携わった後、2011 年に明豊高校監督に就
任。これまで同校を春 4回、夏 6回、甲子
園に導いた。最高成績は 2021 年春の準優
勝。夏の大会には今年で 4年連続出場して
いる。講演では、自身の選手として、また

監督としての経験を踏まえて「今の高校生

は本当にまじめだが、その半面、『他人よ

りも強くなりたい、うまくなりたい』とい

う競争意識が希薄」と指摘した。また「高

校野球の監督として重要なことは」という

質問に、最近は「失敗を受け入れる能力」

と答えるようになったこと、指導者として

は勝利数よりも、社会で活躍する人間、組

「目的」は「野球というアイテムを使って

幸せになる力を身につけること」だと教え

ていることなどを訴えた。

このあと式典に移り、ボランティアへの

感謝状贈呈、永年勤続職員への表彰状贈呈

が行われた。今回感謝状を贈られたボラン

ティアは 90名で、うち 10名が出席し、代
表して岩手県立視聴覚障がい者情報センタ

ーの高橋和子さんが長岡理事長から感謝状
タカハシ カ ズ コ

を受け取った。また永年勤続職員 30 名が
表彰され、代表して静岡医療福祉センター

ライトホームの梅原慈香さんに表彰状が贈
ウメハラジキヨウ

られた。続いて福岡資麿厚生労働相からの
フクオカタカマロ

祝辞が披露された。また来賓の竹下義樹・
タケシタ ヨ シ キ
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日本視覚障害者団体連合会長は祝辞の中で

「視覚障害者の自立と生活の質を支えるの

は（点字出版物などの）情報保障と、視覚

リハビリテーション。前者については役所

でも強く意識され、立法や政策が進められ

てきたが、後者の視覚リハについてはまだ

意識が薄いようなので、強く働きかけてい

きたい」と述べた。このあと、第 72 回大
会アピールを満場一致の拍手で採択した。

最後に、来年 11月の第 73回大会を、能
登半島地震・豪雨による被災からの復旧・

復興を後押しする狙いを込めて、石川県金

沢市で行うことが発表された。次回の主管

施設となる石川県視覚障害者情報文化セン

ターの米島芳

文センター長

が「来年 11 月
に金沢で、多

くの方に復興

の足音を感じ

ていただき、

復興を後押し

していただけ

ればと思って

います」とあ

いさつし、午

前 11時半過ぎに閉会した。

アピール

昨年の 70 周年記念大会から早 1 年が過
ぎました。まずは次の 10 周年に向けて、
皆様それぞれうまくスタートできているで

しょうか。

コロナウイルス感染症の恐怖からは、ほ

ぼ脱出したと感じている人が多いのではな

いかと思います。コロナの時代から受けた

教訓は少なくない

と思いますが、メ

リットの一つがオ

ンライン会議と感

じている視覚障害

者も多いと思いま

す。移動の制限や

困難を考えると

ICT の貢献度は大だと感じます。移動の時
間を有効に使うことができるのは皆さんに

共通した大きなメリットではないでしょう

か。

ただ、コミュニケーションという観点か

らは物足りなさが残るのは仕方のないとこ

ろかもしれません。オンラインとリアルを

うまく組み合わせ、今後は進んでいくのが

望ましいのだろうと思っています。

ここ大分の地は、何処に移動するのも便

利がいいとは言い難く、移動にストレスが

少ない地域からみると、異なる感覚を持っ

ていると思われます。このように移動だけ

でもそれぞれ感じていることが異なるよう

に、働く内容や働く人の確保、機器など、

新しい物への取り組みも時差が生じている

と感じたり、利用者の激減や確保の難しさ

など、それぞれ難題を抱えていることと思

います。この会が、情報共有を含め、課題

解決のアイディアなど、皆さんで取り組む

ことができる会であると願っています。

さて大分県は、日本点字図書館にて点訳

奉仕運動を始めた後藤静香氏、視覚障害者

の社会福祉制度の充実に活躍された工藤勉

氏、九州初の視覚障害者議員衛藤良憲氏の

出身地です。今回は、歩行訓練未開の地を

開拓した神屋郁子氏に講演をお願いしまし

たが、これらレジェンドに続く人を輩出で

きるよう、沢山の人と手を取り合い、協力
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していくということを再確認したところで

す。

日本盲人社会福祉施設協議会は、視覚障

害者の社会参加の支援を目的とする加盟施

設を支え、さらに時代の変化による様々な

問題・課題に対しても積極的な情報発信

と、問題提起並びに解決に努めていくこと

を宣言いたします。

令和 6年 11月 29日
第 72回全国盲人福祉施設大会
社会福祉法人日本盲人社会福祉施設協議会

大会決議

＜本部＞

一 サピエのセキュリティ機能強化によ

り、多くのサピエ利用者が使用している機

器が利用できなくなることになった。日常

生活用具としての給付を受けていても、耐

用期間を満たす前に利用できなくなる視覚

障害者も少なくないことから、耐用年数の

短縮による他機種の給付を検討していただ

くことを要望します。

＜点字出版部会＞

一 選挙公報は、国民の基本的人権であ

る参政権行使のための重要な情報源であ

り、「公職選挙法」では国政等の選挙で発

行が義務づけられています。視覚障害者等

のために発行される点字版・音声版・拡大

版の「選挙のお知らせ」も、選挙公報とし

て発行が義務づけられることを強く要望し

ます。

また、「選挙のお知らせ」が有権者に届

けられていなかったり、投票所においては、

秘密保持の問題事例や盲ろう者等視聴覚障

害者が適切な支援がないために選挙権が行

使できなかったりしています。都道府県の

選挙管理委員会に対し、こうした事例が改

善されるよう指導強化を切に要望します。

一 点字出版所は視覚障害関係事業の中

で最も古い歴史があり、視覚障害者の社会

進出と社会参加を支えて来ました。主な事

業である点字教科書・点字図書・点字版選

挙公報・各種広報誌の安定供給には、点字

製版機や印刷機を常に万全の状態に維持す

る必要があります。そのため、国や地方自

治体などにおきましても点字製版・印刷機

の新規購入や保守管理等の費用について補

助されることを強く要望します。

＜情報サービス部会＞

一 「視覚障害者等の読書環境の整備の

推進に関する法律」（読書バリアフリー法）

の基本理念の一つである「障害の種類及び

程度に応じた配慮」に基づき、誰ひとり取

り残されない情報アクセシビリティの早期

実現のためにも、特定書籍及び特定電子書

籍製作の推進役となる「音訳指導員」の省

令への明確な専従位置付けと、人材の育成、

資質の向上及び確保を図るための財政上の

措置を講じるよう要望します。

一 視覚障害者が情報機器操作技術及び

情報通信技術等を習得し、障害の有無にか

かわらず情報を取得することができる環境

を全国的に構築するための専門的支援者と

なる「情報化対応支援員」を、全ての視覚

障害者情報提供施設に配置できる財政上の

措置を講じるよう要望します。

＜自立支援施設部会＞

一 盲導犬（補助犬）育成について、60
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％を下回る盲導犬育成経費の公的支援率を

上げる取り組みと、年間 2,000 回を超える
フォローアップ訓練に訓練費の助成が支給

されるよう制度の見直しを要望します。

一 盲人ホーム事業の安定的運営のため

の助成金の増額を要望します。

一 就労移行支援事業報酬体系について、

障害の重さ（職業判定、手帳の障害等級な

ど）による支援量の違いや重度障害者の就

職者数へのインセンティブ（報酬単価の増

額）を要望します。

一 同行援護事業のヘルパーが不足して

おり、適正なサービス利用計画が立てられ

ず、視覚障害者の移動ニーズや情報取得ニ

ーズに応えられていません。充分なヘルパ

ーの確保ができるよう同行援護サービス報

酬単価の増額を希望します。

＜生活施設部会＞

一 養護老人ホームや救護施設の場合も、

特別養護老人ホームなどと同じように、3
年に 1回は措置費の改定を行うよう要望し
ます。

一 視覚障害者を対象とする養護老人ホ

ーム、救護施設、障害者支援施設、グルー

プホーム等の入所施設が Wi-Fi 環境を整備
する場合は、視覚障害者の情報保証を行う

観点から、国はこの事業に対して補助金を

交付するよう要望します。

一 視覚障害者の施設入所者の同行援護

の利用時間は在宅者並みに拡大するよう要

望します。

一 65 歳を過ぎてから失明した視覚障害
者も、グループホームに入所できるようグ

ループホームの入所基準を改善するよう要

望します。

＜盲人用具部会＞

一 円安物価高の影響や、継続的な安全

性、機能面の向上を図ることによる価値の

向上の結果、支給・給付制度の基準額と市

場価格に乖離がでており、利用者の負担が

増えている現状があることから、補装具費

支給制度、日常生活用具支給制度の基準額

の定期的な見直しを要望します。

一 各市町村の福祉窓口で、支援機器や日

常生活用具等の給付事業に関する一定程度

の知識、力量のある担当者の設置を要望す

るとともに、相談者である視覚障害者に対

して、丁寧な日常生活用具等の給付事業に

ついて説明していただけるよう要望します。

一 教育のデジタル化が進む中、視覚障

害児童の家庭学習を推進するため、日常生

活用具の対象品目として、音声パソコン、

点字ディスプレイ等のデジタル機器の範囲

を拡大するとともに、年齢制限の見直しを

要望します。

一 デフレ脱却を目指す国家の方針に伴

い、市場価格は上がっていくことが予測さ

れます。

現時点でも市場

価格と基準額、新

技術の搭載する機

器と対象品目に乖

離があることか

ら、これらの早期

是正を図るため、

対象品目の市場価

格の調査、基準額

の変更の仕組みが

必要と考えます。

厚労省及び市区町村にこの点を要望します。

大友宗麟像（大分駅）



「サイトワールド2024」でAIについて考える

東京ヘレン･ケラー協会『点字ジャーナル』編集部 岩屋 芳夫
イ ワ ヤ ヨ シ オ

11 月 1 日（金）から 3 日間、「触れてみ
よう！ 日常サポートから最先端テクノロ

ジーまで」をテーマに、墨田産業会館サン

ライズホールにてサイトワールド実行委員

会主催による第 16 回視覚障害者向け総合
イベントが開催された。

会場は、JR・東京メトロ錦糸町駅近く
の錦糸町丸井の 8・9階。8階には 42 の団
体が出店し、9 階では点字考案 200 年記念
事業推進委員会によるシンポジウムや触地

図作成のワークショップなど多彩なイベン

トが開催された。

2 日（土）に新潟大学工学部渡辺研究室
が触地図のワークショップを開催した。同

研究室は、これまでも個人の要望に応じて

多様な地図を作成し提供してきている。近

近、韓国の釜山を訪れるという参加者が、
プ サ ン

釜山港と周辺の地図が欲しいと要望した。

海外の都市の要望が出るとは想定していな

かったのか、地図のデータから釜山港をさ

がすのに一苦労していた。

今回新たに出店した団体が 5社あった。
その内の 1つ、医療機器メーカーの（株）
フォラケア･ジャパンは、スマホと体温計

を組み合わせることで体温を音声で知らせ

たり、スマホとパルスオキシメータを組み

合わせ、機械で人差し指を挟むことで「98
％」と血中酸素濃度を音声で知らせること

ができる機器を展示していた。ただその音

声は、体温計やパルスオキシメータから出

るのではなく、それと連動したスマホから

発せられた。スマホと組み合わせることで

測定結果を記録することもできて便利なよ

うだが、単体でも使えるようにして欲しい

と思った。

3 日（日）午前、「AI は視覚障害者の生
活をどう変えるか」をテーマとするセミナ

ーが開かれた。静岡県立大学名誉教授の石

川准博士が主催・進行役で、スクリーンリ

ーダー JAWS（ジョーズ）を開発する
Vispero（ヴィスペロ）のトビアス･ウィネ
ス上級副社長と将棋のプロ棋士の勝又清和

カツマタキヨカズ

七段がそれぞれの立場で AI がもたらす変
化について報告した。

石川氏は、5 年くらい前は「AI」という
言葉を聞くと「AI スピーカー」を思い起
こす人が多かったと思うが、今は「AI」
と聞いて「AI スピーカー」を思い浮かべ
る人はいないのではないかと切り出した。

続けて、仕事や生活で日常的に AI に触れ
ていますか？ と参加者に問いかけると、

参加者の約 3分の 1が手を上げた。
最初にジョーズ開発者のウィネス氏から

AIについて以下の報告があった。
AI によって画像情報、視覚的イメージ

へのアシスト機能が加わったことが最大の

恩恵だといえる。個々の質問に基づいて、

それにあった詳細な情報提供ができるよう

になるだろう。

動画サイトのユーチューブでは、すでに

字幕に自動翻訳機能が使われているが、近

い将来 AI の言語認識能力により言語の壁
もなくなり、内容がよりわかりやすくなる

だろう。

さらに、検索が容易になり、作業が効率

化され、大量の情報が得られるようになる。
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AI を活用してより効率的にコンテンツを
読みとれるようにジョーズを強化していき

たい。

カメラで自分自身を撮影する時、きちん

と中央に位置しているか、照明など相手に

きちんと見えているかなどアシストできる

ようになるだろう。AI を使うことでさら
にアシスト機能を高めていき、今後数年で

何ができるかを現在考えているところだ。

報告を受けて石川氏が、AIは進歩したが、
目的を伝えて「やっておいて」と言えばコ

ンピュータがやってくれるようになるか？

と質問。これに対してウィネス氏は現段階

ではできないが、数年後にどうなっている

かはわからないと答えた。そして、機械に

命令を出した後は、必ず正しいことをして

いるか確認する必要があると警告した。

フロアーから「一般ユーザーが今の段階

で意識しておくべきことはあるか？」との

質問があった。これに対しても AI が提供
する情報が正しいかどうか、必ず確認する

ことが大事だと重ねて注意を促した。

続いて棋士の勝又氏が、30 年間見てき
たという AI将棋について報告した。
将棋は、チェスや中国将棋と違い、取っ

た駒を使えるため局面の数が爆発的に多く

なる。また、囲碁は 19× 19の 361マスで
チェスやオセロよりも局面が非常に多い。

そのため、コンピュータが人間を越えるの

は難しいと言われていた。しかし、約 7年
前に将棋も囲碁もコンピュータが人に勝つ

ようになった。

将棋では、将来の局面を予測する読みと、

その時々の局面の優劣を見きわめる形勢判

断が両輪となっている。形勢判断は、駒の

損得、駒の働き、玉の安全度、手番の 4つ
の要素（変数）でなされる。これらの要素

には重要度があり、序盤は駒の損得、中盤

から終盤は駒の働き、終盤は手番と玉の安

全度の重要度が高くなる。

従来は先人の棋譜を読み、経験を積むこ

とを大切にしてきた。

局面の数はチェスが 10の 30乗であるの
に対して、将棋は 10 の 220 乗、囲碁は 10
の 360乗と非常に多い。しかし、囲碁や将
棋には偶然要素がなく、有限手数で勝敗が

決まるという点でコンピュータに向いてい

る。AI は、8 種類の駒や形勢判断の要素
などを数値化している。

平成 9 年（1997 年）にコンピュータが
チェス、オセロで人を負かした。平成 25
年（2013 年）に将棋で初めて AI が人に勝
ち、平成 29 年（2017 年）には名人が AI
に完敗した。AI が強くなったことで人が
影響を受け、重要視するものが変わった。

駒の損得よりも駒の働きを、玉の安全度で

は逃げ道の多さが重視されるようになっ

た。AI のおかげで将棋の新しい一面がわ
かってきた。何を重視したらいいのか、ど

こが大事なのか、以前とは全く違ってきた。

いくら AI の手を記憶しても勝てない。何
故その陣形なのかポイントを理解しなけれ

ば勝てないのである。

最後に AI は将棋のわからない人にもわ
かりやすくするなど、AI の影響を最も受
けているのが将棋界ではないか、と結んだ。

お二方の話は大変興味深かった。ただ、

時間切れで「AI は視覚障害者の生活をど
う変えるか」とのテーマでディスカッショ

ンにまでは至らなかったのが残念だった。

これまで曜日に関わらず 11 月 1 日～ 3
日に開催されてきたサイトワールドだが、

来年は 10 月 16 日（木）～ 18 日（土）に
開催される。

18
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令和6年度点字指導員講習会

（点字指導員研修会）報告

点字指導員研修委員会委員長 大澤 剛
オオサワ ツヨシ

日盲社協情報サービス部会は、令和 6年
（2024 年）9 月 19 日（木）に、Zoom ミ
ーティングによるオンラインを活用して、

表題の研修会を行いました。

本年は昭和 51 年（1976 年）以降開催い
たしております「点字指導員資格認定講習

会」において、すでに点字指導員の資格を

取得された方を対象に「点字指導員研修会」

を開催いたしました。

オンラインの特性から、多くの場所から

たくさんの方々が参加できるメリットを生

かし、今回は 179名もの方が、参加してく
ださいました。

講義は、午前と午後に一コマずつ行い、

長時間のオンライン研修も受けやすいよう

にスタッフで検討しました。

今回の講義内容と講師（敬称略）は、下

記のとおりです。

講義 1「改訂版点訳問題集活用のポイント」
講師は、全視情協点訳委員会資料類整備

プロジェクト委員として『改訂版 点訳問

題集 3』の製作を行った佐賀善司（元岩手
サ ガ ゼ ン ジ

県立視聴覚障がい者情報センター職員）。

この問題集の改定ポイントや点訳の規則

を学ぶと同時に、視覚障害者から見た点字

の意義について、詳しく講義していただき

ました。

『点訳問題集』は 2002 年に発行されて
以来、全国各地の点訳ボランティア養成講

習会などに使用されてきました。

今回、『点訳のてびき 第 4 版』に合わ
せ、問題の順序の変更・用例の見直しなど

が行われました。

『改訂版 点訳問題集 3』は、旧点訳問
題集を元に例文の修正・追加を行い、全 25
問の例文を収録しています。

『改訂版 点訳問題集 1』や『改訂版
点訳問題集 2』と異なり、解釈が限定的に
なるのを避けるため、解答編では別解が示

されておりません。

なお、墨字版は全視情協ホームページ「各

種資料」より、ダウンロードすることがで

きます。

また点字版（解答編）はサピエ図書館に

アップされています。

午後の講義 2 は、「専門点訳への誘い
イザナ

― 数学・理科・情報、そして図表の扱

い」。 講師は、日本点字委員会の加藤俊和
カ ト ウ トシカズ

委員。 その意義や注意点などについて、

わかりやすく点訳するポイントを話してい

ただきました。

加藤氏は、まず「専門点訳」に恐れず取

り組んでほしいと強調され、英語系の点訳

であれば、UEB（Unified English Braille：
統一英語点字）を学ぶことで、点訳が容易

となると説明されました。しかし、理数点

訳や情報処理については、内容を理解する

必要があるため、わからない場合は内容を

理解できる人に相談することにより、点訳

することが可能になるので、気をつけるよ

う注意を促しました。

点字指導員研修委員会は、今後もこのよ

うな研修の場を設けられるよう取り組んで

まいる所存です。
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情報化対応支援者研修会

―第15回情報機器コース―

日本ライトハウス情報文化センター 松本 一寛
マツモト カズヒロ

情報化対応支援者研修会（第 15 回情報
機器コース）を令和 6年（2024年）10月 23
日（水）～ 25 日（金）に宮城県視覚障害
者情報センターで実施した。参加者は 21
団体 25名だった。
地域の支援者養成を進めていくため、会

場を地方の拠点都市に広げて開催すること

とし、その第 1回目として宮城県仙台市で
開催した。講義内容はスマホと最新機器、

ロービジョンケアをテーマとした。各講義

の内容と講師（敬称略）は以下の通り。

講義 1「iPhone指導の心構え」
講義 2「iPhone指導内容の基礎」
以上、御園政光（千葉）

ミ ソ ノ マサミツ

講義 3「iPhone を音声で操作する際の目
的別おススメアプリ」山口史明（新潟、資

ヤマグチフミアキ

料作成）・松本一寛（筆者、代理講師）

講義 4「情報機器最前線 2024」松本一寛
講義 5「ロービジョンサポート」別府あ

ベ ツ プ

かね

講義 6「ロービジョンの方のための
iPhone設定」阪井紀夫（徳島）

サ カ イ ノ リ オ

講義 7「Android 端末での見やすい画面

設定とおススメアプリ」庄司健（島根）
シヨウジタケシ

講義 8「情報交換会」山村友梨子（岐阜）
ヤマムラ ユ リ コ

講義 1から 3まではテキスト読み上げ機
能を使用した iPhone、Android の利用支援
について講義した。指導の心構えと支援を

行うための基礎的な操作を実機を操作体験

しながら講義を進行し、操作性の違いなど

を体感してもらえたのではと考えている。

講義 1、2 ではグループワークを取り入
れ、意見交換を行い、利用者に寄り添って

考え、どのようなアプローチがよいのか、

何を達成目標に支援を行うかを丁寧に計画

していくかを考えることの大切さが伝わる

講義だった。

講義 4の最新情報では、主にパソコンや
センスプレーヤーで使える生成 AI サービ
スを体験してもらった。

講義 5から 7では、ロービジョンの基礎
と iPhone、Android を使用するロービジョ
ンユーザーへのサポートを行う際の注意ポ

イントを念頭に講義を行った。端末に搭載

されているアクセシビリティ機能が

iPhone、Android のそれぞれに充実してい
ることを具体的に知ることのできる内容

で、見えにくくなってスマホが使えなくな

ったという相談にすぐに活用できる講義で

あった。

情報交換会では参加者から受講後の感想

をそれぞれ発表してもらい、実機を触りな

がらの研修会形式の評価は良好で、今後も

継続していきたいと改めて感じた。
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＜追悼＞

込山光廣さんは、まだ私の中で生きている
コミヤマミツヒロ

元参議院議員 堀 利和
ホリ トシカズ

先輩でもあり、

同志でもあった込

山光廣さんが 8 月
6 日、上腸間膜動
脈症候群のため 77
歳で亡くなった。

通夜の前日、斎

場に行くと込山さ

んの額は冷たかった。線香を立てると、彼

の「死」が、あたかも今、残された私の「生」

に引き継がれたかのような気がし、「おい、

堀」と呼ぶ声が聞こえた。

私は昭和 25 年（1950 年）静岡県清水市
（現・静岡市清水区）に生まれ、小学校入

学直前に、指定難病のスティーブン･ジョ

ンソン病に罹り 20 日間意識不明だった。
しかし奇跡的に命は助かったが、両眼の視

力は 0.02となった。
静岡盲学校中学部を卒業すると教師の勧

めもあって、東京教育大学附属盲学校（附

属盲）高等部普通科に入学。寮生活で、専

攻科の込山さんとは先輩・後輩の枠を越え

て親しくなった。

込山さんは昭和 21 年（1946 年）8 月に
長野県に生まれ、青山学院大学と日本社会

事業大学を卒業した後、昭和 50 年（1975
年）7 月の東京都特別区職員採用試験を受
けたいというので、附属盲 OB 数名で、特
別区人事組合と話し合った。

これを契機に昭和 50年（1975年）10月、
視覚障害者労働問題協議会（視労協）を立

ち上げ、私はその代表に就いた。早速翌年

の都職員採用試験に点字受験を認めるよう

心身障害者福祉部長と交渉に入った。

昭和 51 年（1976 年）の 1 月 10 日に心
身障害者福祉部長と交渉の席で、「『福祉専

門職 C（点字試験）』を設け、今後、毎年 1
名を採用する」との回答があった。この勢

いを受けて、我々は一部で「過激派」など

と呼ばれながらも特別区の品川区でも引き

続き全盲の福祉専門職員 1名、続いて全盲
の女性の電話交換士を 1名採用させた。
込山さんは昭和 55 年（1980 年）に東京

都に採用され、児童、女性、障害者対象の

相談業務、ボランティアの育成に従事した。

それとともに、昭和 56 年（1981 年）から
平成 15 年（2003 年）まで全日本自治団体
労働組合「障害労働者全国連絡会」の幹事

・事務局長・代表を歴任し、全国の自治体

に対する障害者雇用の推進に尽力し、自治

体採用試験での点字受験の実現と中途障害

者の職場復帰を多数実現した。

また、正しい点字の普及と視覚障害者の

情報・生活環境の改善に取り組む中で、平

成 15 年（2003 年）日本点字技能師協会を
組織し、初代理事長に就任。日盲社協理事

兼社内検定試験実施委員会委員長や全国視

覚障害児童・生徒用教科書点訳連絡会理事

・副理事長を歴任した。

「込山さん、私の中であなたはまだ生き

ているからね」。
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さりげなく優しくて、誠実な人

岡本博美さんを偲んで

日盲社協理事・都城市点字図書館館長 又木 勝人
マ タ キ カツヒト

絶えず周囲に気

遣いをされる優し

い方。そして、日

盲社協・情報サー

ビス部会を心より

大切に思っていら

っしゃる方。

それが、私が長

らく感じてきた岡本博美さんです。

思い起こすと、岡本さんのお人柄を知る

きっかけとなったのは、平成 22 年（2010
年）8月に、宮崎県都城市で開催した「第 17
回西日本視覚障害者カラオケ大会」でした。

当時、私は都城市点字図書館館長になって

間もない頃で、慣れない業務を多数抱え切

羽詰まった状況だったことに加え、事務局

として携わった同カラオケ大会でも想定外

の出来事が頻発し、心身ともに疲弊してお

りました。その大会に、岡本さんは所属さ

れていた山口県盲人福祉協会の故・舛尾政

美理事長ご夫妻を始め、約 15 人の会員の
方方とともにご参加くださいました。

多くの会員をお世話されながらのご参加

のため、気の休まらない状況だったと察し

ましたが、あたふたとしている私に「困っ

たことがあったら、なんでも言ってもらっ

てええんよ。手伝うけんね！」と声をかけ

てくださいました。

大会終了後、帰りのバスへと向かう見送

りで二人になったときも「又木館長は、よ

うやっちょるよ。私なんか、いらんことば

かり言うて、失敗ばかりやったからね。点

字図書館のために一緒に頑張ろや！」とお

声がけいただいたこと、今も忘れません。

岡本さんが、情報サービス部会長として

活動されていた時、私は副部会長の立場で

一緒に行動する機会も少なくありませんで

した。岡本さんは、様々な場面で、気配り

や励ましの言葉をかけていらっしゃいまし

た。人は落ち込んでいる時や、困っている

時にいただいた一言は身に沁みますし、心

に刻まれます。そういうことを、さりげな

くできるのが岡本さんでした。ここ数年は

闘病を続けられながらも業務を遂行され、

メールやお電話でお言葉を交わすたびに

「部会のためには…」と部会の発展を、絶

えず最優先に考えていらっしゃいました。

平成 24 年（2012 年）4 月より令和 5 年
（2023年）3月までの長きにわたり、部会
長兼事務局として、情報サービス部会を牽

引されてこられたからこそ、いまの発展が

あることと思います。

その昔、プロ級の歌声を持つ岡本さんと

カラオケで一緒に歌った思い出の歌、尾崎

紀世彦の「また逢う日まで」

♪また逢う日まで逢える時まで

別れのそのわけは話したくない……♪

令和 6年（2024年）6月 1日、岡本さん
は永眠され、今世でお会いすることは叶い

ませんが、“岡本イズム”は、いつまでも

語り継いでいきたいと思います。

岡本さん、情報サービス部会の発展のた

めより一層努力いたします。

どうぞ安らかにお眠りください。
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1．表彰者・受賞者情報
（1） 厚生労働大臣表彰

吉川明常務理事が、令和 6年度障害者自
立更生等厚生労働大臣表彰において、「社

会参加促進功労者」の被表彰者に決定した。

岡本原正前理事が、令和 6年度障害者自
立更生等厚生労働大臣表彰において、「援

護功労者」の被表彰者に決定した。

（2）国際交流基金地球市民賞
国際視覚障害者援護協会が、2023 年度

国際交流基金地球市民賞を受賞した。

2．加盟施設変更情報

退会 1施設＜自立支援施設部会＞
全国ベーチェット協会視覚障害者支援セ

ンター熊谷（令和 6年 7月退会）

3．法人理事長・施設長変更（敬称略）

＜法人＞

①兵庫盲導犬協会新理事長三條真由美
サンジヨウ マ ユ ミ

日盲社協事務局だより
②日本盲導犬協会新理事長金髙雅仁

カネタカマサヒト

（令和 6年 6月 14日～）

＜点字出版部会＞

東京ヘレン･ケラー協会点字出版所

新所長大木俊治
オ オ キ トシハル

＜生活施設部会＞

養護盲老人ホーム春光苑

新施設長津田綾子（令和 6年 5月～）
ツ ダ ア ヤ コ

養護盲老人ホーム慈母園

新施設長靏西弘孝（令和 6年 7月～）
ツルニシヒロタカ

4．事務局からのお願い

（1）Zoomミーティングの貸出
Zoom ミーティング利用希望施設は事務

局宛にメール（nichimou.su@feel.ocn.ne.jp）
で、使用希望日等をお申し込みください。

（2）ホームページ「部会別ページ」上で、
会員施設名、法人名、住所・電話・FAX・
E-mailおよびホームページのリンクを掲載
しています。小誌では上記に加え、施設長

変更も紹介しております。交代人事があり

ましたら、事務局（nichimou.su@feel.ocn.
ne.jp）までお知らせください。

編集後記

本号の特集記事のとおり、第 72 回全国
盲人福祉施設大会が、11月 28・29の両日、
レンブラントホテル大分において、盛会の

うちに催されました。

本誌は 12 月発行厳守であるため、執筆
者各位には無理な「ショート･ノーティス」

での寄稿・校正をお願いしました。それに

もかかわらず健筆を振るっていただきます

とともに、ご協力賜りました。誠にありが

とうございました。

ところで、本誌では日盲社協をはじめ、

会員施設の多くが社会福祉法人であるた

め、冗長さを排して読みやすさを優先させ、

勝手ながら原則として「社会福祉法人」を

省略させていただいております。何とぞご

了承くださいますよう、お願いいたします。

（広報委員長 福山博）
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本誌は、こくみん共済 coop ＜全労済＞の

助成により作成したものです。


